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１　単　　元　　動いている物の働き
２　単元について
　(1)　単元の位置とねらい

　子どもたちはこれまでに，ブランコ遊びやターザン遊びなど振り子の性質を利用した遊具で遊ぶ
経験をしてきている。しかし，そうした遊びや学習の経験を通して，物が動くときの規則性につい
て意識している子どもは少ない。また，インゲンマメの発芽の条件を調べる学習を通して，定性的
に条件を制御しながら実験計画を立てる経験をしている。
　そこで，本単元では，振り子の運動の規則性について興味・関心をもって追究する活動を通して，
振り子の運動の規則性について条件を制御して調べる能力を育てると共に，それらについての理解
を図り，振り子の運動の規則性についての見方や考え方をもつことができるようにすることをねら
いとしている。
　なお，ここでの学習は，振り子の一往復する時間は糸の長さだけによって変化するという規則性
の理解を深めるとともに，てこの規則性，運動の規則性やエネルギーの保存といったエネルギーの
見方や考え方を養う学習へと発展していく。

      
　(2)　指導の基本的な立場

　振り子の一往復する時間（１周期）は，振り子の長さによって決まっており，振り子をある高さ
まで引き上げてはなすと，その振り子は運動し続ける。この同じ周期で動く運動は，振り子をある
高さまで引き上げた際の位置エネルギーが，最下点を振り子が通過するまでの間に運動エネルギー
に移り変わり，元の高さまで戻ろうとする運動において，再度，位置エネルギーに移り変わること
で振り子の持つ力学的エネルギーが保存されることによって生じる現象である。私たちの日常生活
においては，振り子時計やメトロノームに振り子の等時性が生かされている。よって，子どもたち
は，振り子の等時性について，様々な条件を変えながら定量的に調べることを通して，物が動く際
にはエネルギーが関係しており，物の運動には規則性があるといった視点で説明できる楽しさを味
わうことができる。
　そこで，本単元の展開に当たっては，振り子の一往復する時間を変える要因に着目させるために，
諸感覚を発揮して，振り子の動きと歌のテンポを合わせる活動を設定する。そして，予想を基に条
件を制御しながら実験の計画を立てさせ，実験結果と仮説を照合し，数値が表す意味を吟味しなが
ら振り子の一往復する時間を変えるための要因について考えさせることが大切である。
　具体的には，まず，振り子の運動への興味・関心を高め，振り子の一往復する時間を調整したい
という思いを表出させるために，振り子の周期に合わせて歌を歌う活動を設定する。その際，振り
子の周期を変えるためには，どんな要素を変えればよいのか考えさせる。
　次に，振り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅の３つの要素について，それぞれの条件を制御しな
がら振り子の一往復する時間の変化を調べさせていく。その際，振り子の一往復する時間は，おも

りの重さや振れ幅によっては変化せず，振り子の長さによってのみ変化することをとらえさせてい

く。

　そして，振り子の規則性に関する理解を深めるために，一人一つずつ自作メトロノームを作らせ，
様々な曲に合わせて振り子の長さを調整して動かす活動を設定する。
　これらの学習を通して，子どもたちは，物の運動には規則性があり，物の運動の様子が変化する
には，何か要因となるものがあるといった見方や考え方を身に付けることができる。また，複数の
条件を一つずつ制御しながら実験する能力を高めるとともに，客観性のある正確な事実を得ようと
する態度を高めたりすることができる。
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　(3)　子どもの実態（調査人数33名，質問紙法，主な項のみ記入，数字は人数）

　本学級の子どもたちは，表－１から，振り子の運動の規則性について興味・関心をもっていると
言える。これは，振り子時計やメトロノームで振り子を見たことがあっても，動きのきまりについ
て考える機会が無かったことから，振り子の一往復する時間は何によって変化するのか調べてみた
いという意欲があるのではないかと考える。表－２の１から，「おもりの重さ」によって振り子の
周期が変わると考える子どもが多いことが分かる。これは，おもりが重いと勢いがつくと考えたり，
重いおもりをつけると動くのに時間がかかると考えたりしているからである。表－２の２，３から，
「振れ幅」や「振り子の長さ」を大きくすると，振り子の周期が長くなると考えている子どもが多
いことが分かる。これは，おもりが移動する距離が長くなるととらえているからだと考えられる。
表－２の４から，おもりを連結すると，振り子の周期が変わると考える子どもが多いことが分かる。
これは，おもりの重さが増えたり，振り子の長さが変わったりすることで周期が変わるととらえて
いるからだと考えられる。表－３から，複数の条件を制御して実験計画を立てることができる子ど
もは少ないが，要因を解決するための実験計画を立てることができた子どもを含めると約半数にな

る。これは，４年生の学習において，自然事象を観察することによって生じた疑問の要因を探る学

習を経験してきたことで，関係付ける能力が高まってきているからだと考えられる。

　(4)　指導上の留意点              

　　ア　「こいのぼり」の曲を振り子の動きに合わせて歌う活動を設定する。その際，振り子の動きを
曲より遅く設定しておくことで，一往復する時間を調整したいという思いを引き出すようにす
る。次に，振り子の一往復する時間を調整するための情報を獲得することができるようにする
ために，振り子をグループに１つ配布し，「こいのぼり」の曲のテンポに合わせる活動を設定す
る。その際，互いの設定した振り子を比較する場を設定し，おもりの重さや糸の長さ，振れ幅
といった条件が異なることに着目させ，振り子が一往復する時間に関係する要因を明らかにす
る問題意識をもたせる。

　　イ　まず，条件を制御した実験計画を立てることができるようにするために，植物の発芽と成長の
学習を想起させ，基本形から１つずつ条件を変えて実験をする必要性について話し合う場を設
定する。次に，振り子の長さによって一往復する時間が変化することをとらえることができる
ようにするために，糸の長さ，おもりの重さ，振れ幅の条件の順番で検証する活動を設定する。
その際，おもりの重さについて検証する場面において，振り子の長さに着目させるために，お
もりをどのようにつなげばよいかを問い，縦につないだ場合と一カ所につないだ場合の一往復
する時間を比較させる。さらに，おもりの重さや振れ幅といった条件では，一往復する時間は
変わらないことをとらえることができるようにするために，基本形から条件を大きく変えた場
合の事実を獲得する活動を設定し，基本形のデータと数値を比較させる。

　　ウ　見出した振り子のきまりを生かす学習では，振り子が一往復する時間に関係する要因について
実感を伴った理解を図るために，一人１つずつ自作のメトロノームを作る活動を設定する。そ
の際，「こいのぼり」や「学級歌」などテンポが異なる複数の曲を準備して，それぞれの曲に振
り子の動きを合わせる場を設定する。
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３　目　　標　
　(1)　振り子の一往復する時間が何の要因によって変化するのかについて興味・関心をもって，意欲的

に予想を検証すると共に，見出したきまりを生かして自分のメトロノーム作りをすることができる。
　(2)　振り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅などの条件を制御しながら，振り子が一往復する時間を調

べたり，その変化の要因について考えたことを表現したりすることができる。
　(3)　振り子が一往復する時間を複数回調べて平均値を出し，その結果を表に表したり，誤ったデータ

があった場合は，再測定したりして正しい結果を出すことができる。
　(4)　振り子が一往復する時間は，振り子の長さだけによって変化すること，おもりの重さや振れ幅に

よっては変化しないことを説明することができる。
４　指導計画（全８時間）
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５　本　　時（５／８時）
　(1)　目　標

　振り子に関する３つの要素（振り子の長さ，おもりの重さ，振れ幅）を制御しながら，おもりの
重さによる振り子の一往復する時間を調べる活動を通して，振り子の一往復する時間はおもりの重
さよって変化しないことを説明することができる。

　(2)　本時の展開に当たって

　「吟味する」過程において，まず，おもりのつなぎ方によって１往復する時間の結果が異なる点
に着目させ，その要因を明らかにする学び合いを促し，振り子全体の長さが関係していることに着
目させる。次に，「500ｇのおもりでも１往復する時間は変わらないだろうか。」と問うことで，子
どもの考えを揺さぶりながら学び合いを促し，検証する場を設定することで納得した理解につなげ

ていく。

　(3)　実　際
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